


















Reye 症候群の病態は不明な点が多いが,脳障害発現の基礎には肝ミトコンドリア病変の存

在が指摘されている。一般に肝性脳症(hepatic encephalopathy)は肝硬変に続発するもの

が多く，本症候群と同一に論ずるには適当でない面もある。しかし肝性脳症における異常

を明らかにすることは,Reye 症候群の病像解明の一助となる可能性も持っていると思われ

る。 

ラットの実験的肝性脳症では，脳や心臓に生体アミンの一種であるオクトパミンの増加が

認められ，ヒトの肝性脳症でもオクトパミンが血液や尿中に増加していることが知られて

いる。さらに Reye 症候群の剖検脳においてもオクトパミシ増加の報告がある。オクトパミ

ンはノルエピネフリンと似た性質を持つが,作用は極めて弱いために偽神経伝達物質

false neurotransmitter と呼ばれる。肝性脳症においては，異常に増加したこの物質が脳

障害の発生に何らかの役割を演じているという仮説も提起されている。 

今回，髄液中オクトパミシ濃度を測定するために，高速液体クロマトグラフ法に電気化学

検出器を装備したシステムを用いて,操作が簡単で,感度の優れた測定法を開発し,臨床に

応用したので報告する。 


